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Ｇ７広島サミット記念コーナー（仮称）の設置について 
 

１ 目的 

Ｇ７各国首脳等が広島の地に一堂に会した歴史的なサミットを市民や県民の「誇り」

とし、未来につなげていくため、サミットの開催を想起する代表的な品々等を展示した、

メモリアルとなる「Ｇ７広島サミット記念コーナー（仮称）」を設置します。 
 

２ Ｇ７広島サミット記念コーナー（仮称）の概要 

⑴ 設置場所 

  平和記念公園内（広島平和記念資料館(東館)出口の北側付近に 110㎡程度の建屋(プ

レハブ工法)を設置。位置図は別紙のとおり。） 

【選定理由】 

・広島サミットは、サミットの主要テーマと開催地が持つメッセージが一致した過去

に例を見ない歴史的サミットとなり、特に各国首脳等が被爆の実相に触れた平和記

念公園は広島サミットを象徴する場所であること。 

・広島サミットを未来につなげるためには、若者への訴求が重要であり、平和学習や

修学旅行などで、県内外の多くの若者が訪れる場所であること。 

⑵ 展示内容（予定） 

各国首脳等が記帳した芳名録（レプリカ）、首脳会議で使用された円卓・椅子、被爆

樹木を活用したロゴオブジェ、写真パネル 等 

⑶ 設置時期（予定） 

令和６年３月に設置し、同年４月から一般公開を実施 

⑷ 開設期間 

Ｇ７サミットの次期日本開催年である令和 12年 12月末まで（６年９か月間） 

⑸ 整備及び管理・運営について 

ア 整備（令和５年度） 

実施主体 広島サミット県民会議 

イ 管理・運営（令和６年度～令和 12年度） 

    実施主体 広島市 
 

３ 今後のスケジュール（予定） 

 令和５年 10月     建屋設置に係る入札公告 

 令和６年 １月     設置工事着工 

       ３月     建屋完成、展示物等の設営 

       ４月～    一般公開 

  令和 12年 12月    一般公開終了（設置期間：６年９か月間） 

  令和 13年 １月～   建屋撤去 

令和５年 10月 13日（金） 
広島サミット県民会議事務局 
事業課 平野 
電話：082-225-8186 
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